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マイクロ波焼結に関する Brosnan ら[1]による実験条件に対して、数値シミュレ

ーションを行った。実験[1]では、粒子サイズ 1 µm のアルミナ(Al2O3)を、2.45 

GHz, 6 kW のマイクロ波で焼結したところ、通常の加熱では 1300℃にする必要

があったが、1100℃で焼結が進んだ。数値シミュレーションは、著者が開発した

通常加熱による焼結モデル[2]に、マイクロ波照射に伴う拡散係数の増大[3]を考

慮して行った。拡散係数の増大は、マイクロ波照射に伴い、固体中にコヒーレン

ト・フォノンが励起されるためであると仮定した[4]。その結果、拡散係数の増

大により、マイクロ波焼結の焼結速度が説明できた。また、グレインサイズの増

大も説明できたが、こちらは、実験値より大きくなってしまった。 
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